





























































































































































































































































































































































































































（本歌）鳥がなく 鳥がなく どこでなく 山で
なく 里でなく 野でもなく











































































































































































































3行で，七五調の第 1行と第 2行にはそれぞれ 4
小節の旋律をあて，八八調の第3行には前半の8
音句に4小節，後半の8音句に4小節の旋律をあ
て全部で16小節とする。旋律は2曲ともヨナ抜き
音階で作っている。）『尋常小学読本唱歌』はその名
が示すように読本教材を歌曲化したので歌詞の意味
内容が大事であり，「水師営の会見」は本多少年の
ように楽譜に忠実に歌えば高く評価され，井上少年
のように替歌を作れば悪ふざけと見なされた。
ところが「水師営の会見」はお手玉唄としても歌
われたという報告がある（園部 1974:161）。「水
師営の会見」がお手玉唄になったのは歌詞の意味内
容からではない。「水師営の会見」は口調がよくて
覚えやすい上に全9番と長大なので，子どもたち
にはお手玉の投げ受けの技の種類や継続時間を競う
のに適していたのだろう。さらに興味深いことには
「のぎさんは，えらいひと」というわらべうたもあ
る（『集成』三では神奈川県343頁）。「のぎさん」
は鬼遊びなどで 1から10までを数えるときに歌
う（6）。「のぎさん」は歌詞の内容から「水師営の会
見」で乃木は忠臣の鑑であると教わった時代の子ど
もたちの間で歌われ出したと推測される。ただし子
どもたちは「のぎさん」を歌の意味内容ではなく
「の・ぎ・さ・ん・は・え・ら・い・ひ・と」と10
個の音でできていることに関心をもち，数え唄とし
て利用した。こうして「水師営の会見」は子どもた
ちによって遊び唄に作り替えられ，乃木はわらべう
たの世界に取り込まれていった。「水師営の会見」
は昭和戦後期の教育の民主化の中で音楽の教科書か
ら削除されたが，「のぎさん」の方はわらべうたで
あるために問題視されることもなく，忠臣乃木はわ
らべうたの世界に生き続けている。わらべうたには
江戸と明治，あるいは戦前と戦後という時代区分を
嗤うようなパロディ精神が脈打っている。それこそ
井上が『しみじみ日本・乃木大将』でわらべうたを
活用した理由であろう。
注．
（1）『うかうか三十，ちょろちょろ四十』の劇中歌
「弥生のあられ」は2013年5月のこまつ座公演で
は荻野清子が作曲して歌われた。
（2）岩波文庫本『わらべうた』は「いわゆる悪口唄
のような種々の囃し唄は，音楽・文学の両面から
みて「わらべうた」の第一義とすべきものではな
いという見解から，本書はこれを割愛した」（町
田・浅野 1993：278-279）とある。
（3）昭和 9年生まれの井上は唱歌教材としての
「水師営の会見」を歌った最後の世代と言える。
（4）『しみじみ日本・乃木大将』と同じく明治人の
樋口一葉を主人公とし，わらべうたを活用した音
楽劇『頭痛肩こり樋口一葉』（1984年4月こまつ
座初演）の場合，仙台文学館で開催された「井上
ひさし資料特集展vol.2～『頭痛肩こり樋口一葉』」
（2013年1月26日～4月7日）に出展された岩
波文庫本『わらべうた』（出版年は1962年。遅筆
堂文庫蔵）は「ホーホー螢こい」のページ（162
頁）の小口が折られており，この『わらべうた』
を井上は劇中で歌われるほたるの唄の参考にした
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と推測される。なお『頭痛肩こり樋口一葉』の劇
中歌については坂本2004参照。
（5）参考までに，『集成』では秋田県の悪口唄「健
ちゃんけがつく健左衛門，健公のけんもくれ，け
いにかけて，けつぐけつぐ」に関して「この唄の
形にて誰の名にも合わせてうたう」という注記が
ある（『集成』五179頁）。
（6）「のぎさんは，えらいひと」以外にも1から10
までを数える歌には「はまぐりは，むしのどく」
（『集成』三神奈川県343頁，『集成』四長野県510
頁），「しうあんたこかいな，だるまさんがころん
だ」（『集成』四長野県510頁），「かきのたね，う
まくなれ」（同前），「おじさんの，はげあたま」
（同511頁）がある。筆者も「だるまさんがころ
んだ」と歌った記憶がある。
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